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ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ふれあい福祉相談

場所　ふくしの駅（中央 3-13-5）

問い合わせ　ふれあい福祉相談センター

　　　　　　☎ 22-8986　※祝日は休みです。

◇偶数月は司法書士が応相談。

◎電話による相談も可。

＊法律相談は予約制。月初めから受付。

　無料での相談は一人１回です。

相談内容 日 時間帯

◎一般相談
（どんな相談でも）

毎週月～金曜 8：30 ～ 17：00◎ボランティア相談
（活動希望・援助依頼等）

◎自立支援・家計相談

税金相談 毎月第１金曜

10：00 ～ 15：00

◇不動産相談 毎月第３水曜

◎障害児者相談 毎月第３木曜

保険・年金相談 毎月第４水曜

◎女性相談 毎月第４金曜

＊法律相談 毎月第２金曜 10：00 ～ 16：00

障害者虐待防止相談

場所　ふくしの駅（中央 3-13-5）

問い合わせ　竹原市障害者虐待防止センター

　　　　　　☎ 24-6007

人権相談

差別、いじめ、嫌がらせ等、人権に関する相談

を受け付けます。

日時　４月 17 日（水）　９時～ 12 時

場所　人権センター

問い合わせ　東広島竹原人権擁護委員協議会

　　　　　　☎ 082-423-7752

クレジットカードの利用明細書は必ず確認しましょう
〈相談内容〉

　クレジットカード会社（以下カード会社）から

口座残高不足の案内が届いた。

　慌てて利用明細書を確認したところ、20 万円

以上の請求があり、心当たりのない請求だった。

以前届いた明細書も改めて見直してみると、他に

も利用した覚えのない請求があり、不正利用では

ないかと思う。どうにかならないか。

【明細に覚えのない請求が含まれていたら？】

　まずはカード会社へ連絡し、不正利用の疑いがあ

る場合はクレジットカード（以下カード）の利用停

止と調査を求め、警察へも届出を出しましょう。

　ただし、カードを他人へ貸すなどの違反行為や、

暗証番号を電話番号など推測されやすいものに設

定するなど、管理上の問題がある場合は、補償さ

れない場合があります。

　さらに、利用日から相当の時間が経過すると補

償されない場合があるため、不正利用に気づいた

ら、なるべく早めにカード会社へ連絡しましょう。

【ＷＥＢの利用明細も確認を！】

　最近では手軽さや環境への配慮からＷＥＢ明細

の利用が進んでいます。

　利用状況が手軽に確認できる一方で、メール等

の見落としにより、チェックがおろそかになる場

合もあります。このような不正利用の早期発見の

ためにも、利用明細はきちんと確認するようにし

ましょう。

　おかしいな、困ったなと思ったら、竹原市消費

生活相談室（☎ 22-6965）にご相談ください。

いのちのホットライン竹原

場所　ふれあい館ひろしま（中央 2-4-3）

　　　9時～ 18 時※ 4/21 ㈰、5/3 ㈮～ 5/6 ㈪は休館

問い合わせ　いのちのホットライン竹原

　　　　　　☎ 22-9102

県民相談

行政関係相談、交通事故に関する相談、相続や離婚など家

族に関する相談、近隣トラブル相談などを受け付けます。

日時　月～金曜日（祝日・年末年始を除く）９時～ 17 時

場所　県庁農林庁舎１階（広島市中区基町 10 番 52 号）

問い合わせ　広島県生活センター　☎ 082-223-8811

高齢者総合相談・介護家族相談

※介護家族相談会は４月から場所を変更します。

問い合わせ

　地域包括支援センター　☎ 22-5494

相談内容 曜日 時間・場所

高齢者
総合相談

月～金
（土・日は要相談）

8：30 ～ 17：00
（ふくしの駅）

介護家族
相談会

偶数月の
第２金曜日

13：30 ～ 15：00
（多機能型事業所あさひサロンスペース）

出張年金相談

日時　第２水曜日　10 時～ 15 時 30 分

場所　福祉会館２階会議室

※相談は予約制です。

※相談日前々日の 12 時までに要申し込み。

申し込み・問い合わせ　呉年金事務所　☎ 0823-22-1691

行政相談

総務省行政相談センターきくみみ広島

☎０８２-２２２-１１００

　市民人権標語 　　　小学生の作品　　　助け合い　きずなの輪を　広げよう
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「多文化共生」社会

　

日
本
の
総
人
口
は
、
平
成
16
年
を
ピ
ー
ク
に
し

て
減
少
局
面
に
入
り
、
今
後
は
急
激
な
人
口
減
少

の
進
展
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
政
府
に
よ
る
難
民
や
留
学
生
の

受
入
れ
、
「
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
（
入

国
管
理
法
）
」
改
正
に
よ
る
日
系
南
米
人
の
来
日

促
進
、
ま
た
ア
ジ
ア
を
中
心
と
す
る
研
修
生
の
受

入
れ
拡
大
な
ど
に
よ
り
、
外
国
人
住
民
人
口
は

年
々
増
加
し
、
定
住
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
社
会
の
活
力
を
維
持
す
る
た
め

に
は
、
外
国
人
も
含
め
た
全
て
の
人
が
能
力
を
最

大
限
に
発
揮
で
き
る
社
会
づ
く
り
が
不
可
欠
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
地
域
に
お
い
て
「
国
籍
や
民
族
な

ど
の
異
な
る
人
々
が
、
互
い
の
文
化
的
な
ち
が
い

を
認
め
合
い
、
対
等
な
関
係
を
築
こ
う
と
し
な
が

ら
、
地
域
社
会
の
構
成
員
と
し
て
共
に
生
き
て
い

く
」
い
わ
ゆ
る
多
文
化
共
生
の
推
進
が
必
要
に

な
っ
て
き
ま
す
。

　

そ
の
た
め
の
具
体
的
な
取
組
に
つ
い
て
は
、
言

葉
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図
れ
な
い
外

国
人
に
対
す
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
」

解
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
（
相
互
理
解
）
も
相
ま
っ

て
、
ベ
ス
ト
な
能
力
を
発
揮
し
、
好
成
績
を
残
し

て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
ん
な
と
こ
ろ
に
も
多
文
化
共
生
の
推
進
へ
の

ヒ
ン
ト
が
隠
さ
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

本
市
の
外
国
人
住
民
の
状
況
は
、
市
制
施
行
時

の
昭
和
38
年
に
は
１
０
５
人
（
外
国
人
登
録
者
数
）

で
し
た
が
、
帰
化
な
ど
に
よ
り
年
々
減
少
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
平
成
に
入
り
、
外
国
人
労
働
者
の
増
加

に
よ
っ
て
平
成
19
年
に
は
２
４
８
人
と
ピ
ー
ク
を

迎
え
、
一
旦
は
減
少
し
ま
す
が
今
は
ま
た
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

　

今
後
は
昨
年
11
月
の
入
国
管
理
法
の
改
正
に
伴

い
、
更
に
増
え
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

本
市
に
住
む
外
国
人
が
住
み
よ
さ
を
感
じ
、
地

域
社
会
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
て
も
ら
う
に

は
、
カ
ー
プ
が
外
国
人
選
手
に
対
す
る
よ
う
に
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
、
相
互
に
理
解
し

合
い
、
生
活
上
の
支
援
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ

　

企
画
政
策
課
秘
書
企
画
係

　

☎
22-

０
９
４
２

や
、
外
国
人
住
民
が
地
域
で
安
心
し
て
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
生
活
上
の
様
々
な
課
題

に
関
し
て
解
決
を
図
る
た
め
の
総
合
的
な
「
生
活

支
援
」
が
あ
り
ま
す
。　

こ
う
し
た
「
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
」
や
「
生
活
支
援
」
を
円
滑
に

展
開
す
る
た
め
に
は
、
地
域
住
民
の
多
文
化
共
生

に
関
す
る
理
解
が
重
要
な
こ
と
と
な
る
た
め
、
多

文
化
共
生
社
会
に
向
け
た
地
域
づ
く
り
を
進
め
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

カ
ー
プ
で
活
躍
！
外
国
人
選
手

　

昨
年
、
シ
ー
ズ
ン
３
連
覇
を
果
た
し
た
広
島

カ
ー
プ
。
そ
こ
に
は
「
助
っ
人
」
と
呼
ば
れ
る
外

国
人
選
手
の
活
躍
が
要
因
の
ひ
と
つ
と
し
て
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　

な
ぜ
最
近
の
カ
ー
プ
の
外
国
人
選
手
は
活
躍
す

る
の
か
、
こ
こ
ま
で
示
し
た
多
文
化
共
生
に
置
き

換
え
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

カ
ー
プ
で
は
外
国
人
選
手
と
そ
の
家
族
が
、
異

国
の
地
に
来
て
不
安
を
持
つ
こ
と
を
理
解
し
、
そ

の
不
安
を
取
り
除
け
る
よ
う
に
、
家
族
を
中
心
に

ケ
ア
を
す
る
専
門
の
担
当
部
署
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
担
当
部
署
に
は
英
語
な
ど
が
話
せ
る
担
当

者
を
配
置
し
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
）
、

そ
の
担
当
者
が
選
手
や
そ
の
家
族
の
生
活
上
の

困
っ
た
こ
と
な
ど
に
対
応
す
る
シ
ス
テ
ム
（
生
活

支
援
）
を
機
能
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
選
手
が
安

定
し
た
精
神
状
態
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま

た
、
外
国
人
選
手
の
日
本
の
野
球
を
積
極
的
に
理
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竹原市役所

〒 725-8666

竹原市中央五丁目 1番 35号

http://www.city.takehara.lg.jp/

　

寝
た
き
り
の
高
齢
者
を
介
護
し

て
い
る
家
族
に
、
介
護
用
品
を
給

付
し
ま
す
。

対
象　

　

要
介
護
４
ま
た
は
５
と
認
定
さ

れ
た
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
在

宅
高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
、
市

民
税
非
課
税
世
帯
の
家
族

給
付
内
容　

紙
お
む
つ
、
尿
と
り

　

パ
ッ
ド
、
使
い
捨
て
手
袋　

他

※
月
額
５
千
円
分
で
半
年
ご
と
に

　

給
付
し
ま
す
。

家
族
介
護
用
品
を

給
付
し
ま
す

れ
ら

板

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

印
か
ん
、
必
要
な
介
護
用
品

の
見
積
書
を
持
っ
て
、
健
康

福
祉
課
介
護
福
祉
係
（
☎
22-

７
７
４
３
）
へ
。

小
型
合
併
処
理
浄
化
槽

の
設
置
を
補
助
し
ま
す

●
平
成
31
年
度
よ
り
合
併
処
理
浄

　

化
槽
の
新
設
に
対
す
る
補
助
金

　

は
廃
止
し
ま
し
た
。
ご
注
意
く

　

だ
さ
い
。

　

生
活
排
水
に
よ
る
河
川
等
の
水

質
汚
濁
を
防
止
し
、
生
活
環
境
の

保
全
・
公
衆
衛
生
の
向
上
を
目
的

と
し
て
、
設
置
者
へ
の
補
助
金
制

度
を
設
け
て
い
ま
す
。

対
象
地
域　

公
共
下
水
道
工
事
認

　

可
区
域
等
を
除
く
市
内
全
域

対
象　

対
象
地
域
に
お
い
て
専
用

　

住
宅
に
浄
化
槽
を
設
置
す
る
人

　

（
工
事
が
平
成
32
年
３
月
31
日

　

ま
で
に
完
了
し
、
実
績
報
告
書
、

　

浄
化
槽
保
守
点
検
・
清
掃
契
約

　

書
の
写
し
、
浄
化
槽
法
定
検
査

　

受
検
契
約
書
の
写
し
を
提
出
で

　

き
る
人
に
限
り
ま
す
。
）

※
次
に
該
当
す
る
人
は
対
象
外
で
す
。

①
浄
化
槽
法
に
基
づ
く
設
置
の
届

　

出
の
審
査
、
ま
た
は
建
築
基
準

　

法
に
基
づ
く
確
認
を
受
け
ず
に

　

設
置
す
る
人

②
販
売
目
的
で
合
併
処
理
浄
化
槽

　

付
き
の
住
宅
を
建
築
す
る
人

③
住
宅
を
借
り
て
い
て
、
賃
貸
人

　

の
承
諾
が
得
ら
れ
な
い
人

◆
く
み
取
り
便
所
及
び
既
設
単
独

　

処
理
浄
化
槽
か
ら
合
併
処
理
浄

　

化
槽
へ
転
換
す
る
場
合

補
助
限
度
額

●
５
人
槽　

33
万
２
千
円

●
６
～
７
人
槽　

41
万
４
千
円

●
８
～
10
人
槽　

54
万
８
千
円　

※
建
物
の
建
て
替
え
、
増
改
築
に

　

と
も
な
い
、
建
築
確
認
申
請
を

　

要
す
る
場
合
は
、
20
万
円
を
限

　

度
に
補
助
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

所
定
の
申
請
書
（
市
民
課
に
備

え
付
け
）
に
よ
り
、
市
民
課
生
活

環
境
係
（
☎
22-

２
２
７
９
）
へ
。

※
浄
化
槽
工
事
を
行
う
前
に
申
し

　

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
４
月
中
に
浄
化
槽
の
設
置
工
事

　

を
予
定
し
て
い
る
場
合
は
、
事

　

前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

　

い
。
対
象
と
な
ら
な
い
場
合
が

　

あ
り
ま
す
。

　

補
助
・
助
成

bousai.takehara-city@raiden3.ktaiwork.jp【日本語用】　
迷惑メール防止設定をしている人は「takehara-city@raiden3.ktaiwork.jp」を受信できるようご確認ください。

対
象　

市
内
在
住
で
①
～
③
の
手

　

帳
を
持
つ
人

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
～
３
級

②
療
育
手
帳
Ⓐ
・
Ａ
・
Ⓑ

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級

交
付
内
容

　

タ
ク
シ
ー
券　

　

申
請
月
か
ら
月
２
枚

※
最
大
年
間
24
枚

※
人
工
透
析
を
行
う
じ
ん
臓
機
能

　

障
害
者
に
つ
い
て
は
、
申
請
月

　

か
ら
タ
ク
シ
ー
券
を
月
４
枚
を

　

加
算
し
、
最
大
年
間
72
枚
と
な

　

り
ま
す
。
（
所
得
制
限
あ
り
）

※
新
し
く
手
帳
の
交
付
を
受
け
た

　

人
は
、
交
付
月
を
含
め
て
月
２

　

枚
を
交
付
し
ま
す
。

※
タ
ク
シ
ー
券
１
枚
で
、
市
内
福

　

祉
タ
ク
シ
ー
協
力
会
社
（
安
全

　

タ
ク
シ
ー
、
山
陽
タ
ク
シ
ー
、

　

忠
海
タ
ク
シ
ー
案
内
所
、
吉
名

　

交
通
、
千
田
〔
福
祉
タ
ク
シ
ー

　

か
ぐ
や
姫
〕
、
忠
海
エ
ン
ジ
ニ
ア

福
祉
タ
ク
シ
ー
券
申
請

の
手
続
き
を

　

リ
ン
グ
〔
介
護
タ
ク
シ
ー
ひ
ま

　

わ
り
〕
、
花
桃
福
祉
タ
ク
シ
ー
）

　

の
タ
ク
シ
ー
基
本
料
金
分
を
助

　

成
し
ま
す
。

利
用
で
き
る
人

　

障
害
者
本
人

※
介
助
者
は
同
乗
で
き
ま
す
。

申
請
方
法

　

申
請
書
（
対
象
者
に
事
前
に
送

付
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

①
～
③
の
手
帳
、
印
か
ん
、
人
工

透
析
治
療
を
受
け
て
い
る
人
は
、

透
析
治
療
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が

確
認
で
き
る
も
の
を
持
参
し
、
健

康
福
祉
課
障
害
福
祉
係
へ
。

※
支
所
・
出
張
所
で
の
交
付
を
希

　

望
す
る
人
は
、
事
前
に
健
康
福

　

祉
課
障
害
福
祉
係
へ
連
絡
し
て

　

く
だ
さ
い
。

※
郵
便
で
の
申
請
・
交
付
を
希
望

　

す
る
人
は
、
申
請
書
を
健
康
福

　

祉
課
障
害
福
祉
係
（
〒
７
２
５

　

-

８
６
６
６
住
所
不
要
）
へ
送

　

付
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

健
康
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　

☎
22-

７
７
４
３

迷惑メール防止設定をしている人は「takehara-city@raiden3.ktaiwork.jp」を受信できるようご確認ください。迷惑メール防止設定をしている人は「takehara-city@raiden3.ktaiwork.jp」を受信できるようご確認ください。
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電
動
生
ご
み
処
理
器
の

購
入
を
補
助
し
ま
す

　

生
ご
み
を
堆
肥
化
し
、
ご
み
の

減
量
化
を
図
る
た
め
、
自
家
処
理

容
器
を
購
入
す
る
家
庭
へ
の
補
助

金
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

対
象　

電
動
生
ご
み
処
理
容
器

補
助
額　

購
入
金
額
の
３
分
の
１

　

（
限
度
額
２
万
円
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　

平
成
32
年
２
月
28
日
㈮
ま
で

に
、
所
定
の
申
込
書
（
市
民
課
生

活
環
境
係
に
備
え
付
け
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ
掲
載
）
に
よ
り
市
民

課
生
活
環
境
係
へ
。

　

☎
22-

２
２
７
９

※
先
着
順
で
す
。
購
入
す
る
前
に

　

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
の

学
生
納
付
特
例
制
度

　

20
歳
に
な
る
と
、
す
べ
て
の
人

が
国
民
年
金
に
加
入
し
ま
す
が
、

学
生
で
所
得
が
少
な
く
国
民
年
金

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
人
は
、

学
生
納
付
特
例
制
度
が
利
用
で
き

人のうごき
（住民基本台帳登録者数）

人口　　　　　　２５，５８９人

男　　　　　　　１２，２１２人

女　　　　　　　１３，３７７人

　　　　　　　　　１２，３５５世帯

１年前　　　　　２６，１５８人

５年前　　　　　２８，１４０人

－２月 28 日現在－

防災情報メールサービスへ登録を―市から防災情報を無料で配信―
20 ページ上部ＱＲコードまたはＵＲＬへ空メールを送信後、配信希望内容を選択すれば登録完了

　

生
活
情
報

守
ろ
う
浄
化
槽
の

適
正
な
維
持
管
理

ま
す
。

　

こ
の
制
度
で
は
、
本
人
の
所
得

が
一
定
以
下
の
場
合
、
申
請
に
よ

り
在
学
期
間
中
、
保
険
料
の
支
払

い
の
猶
予
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
毎
年
申
請
が
必
要
で
、
申

請
は
該
当
年
度
の
４
月
か
ら
で
き

ま
す
。

申
請
方
法

　

年
金
手
帳
、
学
生
証
・
在
学
証

明
書
な
ど
学
生
で
あ
る
こ
と
を
証

明
で
き
る
も
の
、
印
か
ん
を
持
参

の
う
え
、
市
民
課
医
療
年
金
係
、

ま
た
は
支
所
・
出
張
所
へ
。

※
前
年
度
に
学
生
納
付
特
例
の
承

　

認
を
受
け
た
人
で
、
今
年
度
も

　

同
じ
学
校
に
在
学
す
る
人
は
、

　

日
本
年
金
機
構
か
ら
届
く
学
生

　

納
付
特
例
申
請
書
の
は
が
き
を

　

返
送
す
る
こ
と
で
、
申
請
が
で

　

き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

市
民
課
医
療
年
金
係

　

☎
22-
７
７
３
４　

　

呉
年
金
事
務
所

　

☎
０
８
２
３-
22-
１
６
９
１

　

浄
化
槽
は
微
生
物
の
働
き
を
利

用
し
て
生
活
排
水
を
処
理
す
る
装

　

「
ひ
ろ
し
ま
エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

サ
イ
ト
で
は 

、
「
省
エ
ネ
人
気
ラ

ン
キ
ン
グ
」
や
、
抽
選
で
お
好
き

な
特
典
が
も
ら
え
る
「
エ
コ
ポ
イ

ン
ト
」
等
、
様
々
な
コ
ン
テ
ン
ツ

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

サ
イ
ト
へ
は
「
ひ
ろ
し
ま
エ
コ

チ
ャ
レ
ン
ジ
」
と
検
索
す
る
と
ア

ク
セ
ス
で
き
ま
す
！

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
に
ち
ょ
こ
っ

と
エ
コ
を
取
り
入
れ 

、
楽
し
い
エ

コ
ラ
イ
フ
を
始
め
ま
せ
ん
か
？

問
い
合
わ
せ

　

市
民
課
生
活
環
境
係

　

☎
22-

２
２
７
９

「
ひ
ろ
し
ま
エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

で
エ
コ
ラ
イ
フ
を
！

住
宅
の
耐
震
化
・
土
砂
災
害

対
策
改
修
費
用
の
補
助

　

災
害
に
よ
る
被
害
を
少
な
く
す

る
た
め
、
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
・

耐
震
改
修
・
土
砂
災
害
対
策
改
修

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

補助制度 補助対象 補助金額

耐震診断補助

昭和 56 年５月 31 日以前に着工
された２階建て以下の戸建て住
宅・併用住宅・長屋・共同住宅（木
造に限る）

耐震診断費の
３分の２

（上限６万円）

耐震改修補助
竹原市木造住宅耐震診断補助事
業による耐震診断を受け、倒壊
する可能性有と診断された住宅

耐震改修工事費
の２分の１

（上限 60 万円）

土砂災害対策
改修補助

土砂災害特別警戒区域内の住宅
等を、土砂災害に対する構造基
準に適合させる改修工事

工事費の 23％
（上限75万９千円）

問
い
合
わ
せ

　

都
市
整
備
課
住
宅
建
築
係

　

☎
22-

７
７
４
９

置
で
す
。
微
生
物
が
活
発
に
活
動

で
き
る
よ
う
に
、
定
期
的
な
保
守

点
検
・
清
掃
・
法
定
検
査
の
実
施

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
保
守
点
検

　

微
生
物
の
機
能
を
維
持
す
る
た

め
、
浄
化
槽
の
点
検
・
調
整
・
補

修
や
消
毒
剤
の
補
給
な
ど
を
行
い

ま
す
。
（
年
３
回
以
上
：
処
理
方

式
等
に
よ
り
異
な
る
）

●
清
掃

　

浄
化
槽
の
機
能
を
回
復
さ
せ
る

た
め
、
浄
化
槽
内
に
溜
ま
っ
た
汚

泥
を
抜
き
取
り
、
各
装
置
や
付
属

機
器
類
の
洗
浄
・
掃
除
を
行
い
ま

す
。
（
年
１
回
以
上
）

●
法
定
検
査

　

県
が
指
定
す
る
検
査
機
関
が
行

う
検
査
で
、
新
た
に
浄
化
槽
を
使

用
す
る
際
に
行
う
検
査
と
、
浄
化

槽
の
機
能
が
正
常
に
維
持
さ
れ
て

い
る
か
を
検
査
す
る
年
１
回
の
検

査
が
あ
り
ま
す
。

　

浄
化
槽
の
適
切
な
使
用
方
法
・

維
持
管
理
・
検
査
を
実
践
し
、
美

し
い
自
然
環
境
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

　

市
民
課
生
活
環
境
係

　

☎
22-

２
２
７
９
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れんらく板

募集種目 受験資格 締切（必着） １次試験日

幹部候補生

一般

大卒程度

試験

22 歳以上 26 歳未満（20 歳以上 22

歳未満は大卒（見込含）、修士課程

修了者等（見込含）は 28 歳未満

※平成 32 年４月１日現在

～５月１日㈬

５月 11 日㈯

　・12 日㈰
院卒者

試験

20 歳以上 28 歳未満、

修士課程修了者等（見込含）

※平成 32 年４月１日現在

歯　科

薬剤師

専門の大卒（見込含）20 歳以上 30 歳未満

（薬剤科は 20 歳以上 28 歳未満）

※平成 32 年４月１日現在

５月 11 日㈯

医科・歯科幹部
医科・歯科医師の免許取得者

※平成 32 年４月１日現在
～４月 19 日㈮ ５月 10 日㈮

一般曹候補生 18 歳以上 33 歳未満※平成 32 年４月１日現在 ～５月 15 日㈬ ５月 25 日㈯

自衛官候補生
18 歳以上 33 歳未満※平成 32 年４月１日現在

※詳細はお問い合わせください。

年間を通じて

行っています。

受付時にお知ら

せします。

自衛官採用試験 　詳細はお問い合わせください。

問い合わせ　自衛隊広島地方協力本部　尾道出張所　☎０８４８-２２-６９４２

　　　　　　URL　http://www.mod.go.jp/pco/hiroshima/

広島高等技術専門校委託訓練
「建設人材育成科」受講生募集

◆玉掛け・フォークリフト・小型車両系建設機械

　（整地）等の資格が取得できます。

対象　住所地を管轄するハローワークの受講指示

　・受講推薦または支援指示が受けられる人で、

　入校日（平成 31 年５月 23 日）において満 18

　歳以上の人。

定員　15 人

申し込み　ハローワーク竹原

場所　東広島地域職業訓練センター

募集期限　５月８日（水）

訓練期間　５月 23 日（木）～８月 22 日（木）

事前説明会　４月 10 日（水）・25 日（木）

　　　　　　いずれも 13 時 30 分～ 14 時 30 分

問い合わせ　東広島地域職業訓練センター

　　　　　　☎０８２-４２９-０８１０

要約筆記奉仕員養成講座　受講生募集

◆要約筆記とは？

　聴覚に障害がある人に、会話の内容をその場

で文字にして伝える筆記通訳のことです。知識

と技術を身につけて活動してみませんか？

講座日程

　５月 11 日㈯から８月 31 日㈯まで（８月 10

日を除く）の毎週土曜日、９時 30 分～ 12 時が

16 回、９時 30 分～ 15 時 30 分が２回、計 18 回

場所　東広島市総合福祉センター

対象　16 歳以上で、市内在住または市内へ通

勤・　通学する人かつパソコン入力ができ、ノー

トパ　ソコンを持参できる人

受講料　3,600 円　※テキスト代

申込締切　４月 12 日（金）

申し込み・問い合わせ

　竹原市社会福祉協議会　☎ 22-5131

移
住
に
伴
う
住
宅
改
修

費
用
を
助
成
し
ま
す

　

市
外
か
ら
市
内
の
空
き
家
を
取

得
し
て
移
住
す
る
人
で
、
居
住
に

必
要
な
住
宅
改
修
（
着
工
前
に
申

請
し
市
内
業
者
が
施
工
す
る
も

の
）
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。

※
補
助
金
交
付
決
定
後
に
工
事
に

　

着
手
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

補
助
額　

10
万
円
を
超
え
る
工
事   

　

が
対
象
で
、
経
費
の
２
分
の
１

　

以
内
で
限
度
額
30
万
円

対
象
物
件　

空
き
家
バ
ン
ク
に
登

　

録
さ
れ
て
い
る
、
ま
た
は
空
き

　

家
調
査
で
活
用
で
き
る
空
き
家

に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
家
屋

対
象
者　

市
外
に
５
年
以
上
居
住

　

し
て
お
り
、
市
内
に
今
後
10
年

　

以
上
居
住
の
意
志
を
有
す
る
人

申
込
期
限

　

11
月
29
日
㈮

※
申
込
み
多
数
の
場
合
は
、
期
間

　

内
で
も
受
付
を
終
了
す
る
こ
と

　

が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
募
集
要
項
（
都
市
整

備
課
・
支
所
・
出
張
所
に
備
え
付

け
）
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

都
市
整
備
課
住
宅
建
築
係

　

☎
22-

７
７
４
９
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学
習
教
室
参
加
者
を
募
集

　

児
童
生
徒
の
勉
強
を
教
師
経
験

者
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
丁
寧
に

教
え
る
と
と
も
に
、
進
路
相
談
な

ど
を
行
い
ま
す
。

期
間

　

４
月
～
平
成
32
年
３
月

　

（
各
会
場
18
日
間
）

時
間　

９
時
30
分
～
11
時
30
分

場
所
・
定
員

　

①
市
民
館

　
　

定
員
９
人

　

②
忠
海
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　

定
員
６
人

　

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
調
整

　
　

し
ま
す
。

対
象　

ひ
と
り
親
家
庭
の
小
学
１

　

年
生
か
ら
中
学
３
年
生
ま
で

参
加
費　

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

所
定
の
申
込
書
（
社
会
福
祉
課
、

支
所
・
出
張
所
に
備
え
付
け
）
に

よ
り
、
郵
送
又
は
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
広
島
県
ひ
と
り
親
家
庭
等
福
祉

連
合
会
（
〒7

3
0
-
0
0
1
6

広
島
市

中
区
幟
町
３-

57
）
へ
。

　

☎
０
８
２-

２
２
７-

２
３
７
０

　

FAX
０
８
２-

２
２
７-

２
３
７
１

「マイナンバーカード受け取り」
休日開庁のご案内

　マイナンバーカード（個人番号カード）・

通知カードの受け取りのため、次の休日を

開庁しますので、ご利用ください。

開庁日　４月 14 日（日）

受付時間　９時～ 12 時

受付場所　市民課市民係窓口

※マイナンバーカード・通知カードの　受

け取り以外の業務はお受けできま　せんの

で、ご了承ください。

問い合わせ　市民課市民係　☎ 22-7734

　

募
集

 

第
７
回
新
県
美
展
作
品
受
付

　

第
７
回
新
県
美
展
（
第
71
回
広

島
県
美
術
展
）
へ
出
品
す
る
作
品

を
受
け
付
け
ま
す
。

受
付
日
時

　

５
月
28
日
㈫
・
29
日
㈬

　

９
時
～
12
時
、
13
時
～
16
時

受
付
場
所

　

た
け
は
ら
美
術
館
文
化
創
造
ホ
ー
ル

応
募
点
数

　

１
種
目
に
つ
き
１
人
１
点

※
竹
原
市
内
・
大
崎
上
島
町
在
住
、

　

市
町
内
へ
通
勤
・
通
学
、
市
町

　

内
で
グ
ル
ー
プ
活
動
を
さ
れ
て

　

い
る
人
の
作
品
が
対
象
で
す
。

出
品
料

　

１
作
品
３
，
０
０
０
円

　

（
映
像
作
品　

１
，
０
０
０
円
）

搬
送
料

　

１
作
品
２
，
７
０
０
円

　

（
映
像
作
品　

１
，
０
０
０
円
）

※
詳
し
く
は
、
た
け
は
ら
美
術
館
、

　

教
育
振
興
課
、
支
所
・
出
張
所
、

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け

の
開
催
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

た
け
は
ら
美
術
館
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休日納税相談窓口を開設します
　市税納税相談のため、休日窓口を開設します。

何らかの事情で納税が難しい場合は相談を受け

付けますので、ご利用ください。

日時  ４月 21 日（日）９時～ 17 時

夜間窓口も利用できます
　事前に連絡をしていただければ、納税に関す

る相談を受け付けますので、ご利用ください。

場所　税務課（市役所本庁舎１階）

利用時間　平日の 20 時まで（要相談）

問い合わせ　税務課収納係　☎２２-７７３２

税務署からのお知らせ

【振替納税について】

　便利で確実な振替納税をご利用ください。

　納税のために金融機関や税務署に出向く必要

がなく、大変便利で確実な納付方法です。

【平成 30 年分の振替日】

　所得税及び復興特別所得税　４月 22 日（月）

　消費税及び地方消費税　４月 24 日（水）

　詳しくは、「国税庁」で検索を！

問い合わせ

　竹原税務署　☎２２-０４８５

親と子の交通安全教室
　道路を安全に通行する方法を、親子一緒に体験

して学びませんか。

日時　５月 11 日（土）

　　　13 時 30 分～ 15 時 30 分　（受付 13 時～）

場所　竹原小学校　※雨天決行

内容　交通安全体験車「ヒコア」も来るので、ゲー

　ムで遊びながら、交通安全について学べます。

　白バイに乗って記念撮影もできます♪

問い合わせ

　危機管理課　☎２２-２２８３

　竹原地区交通安全協会　☎２２-７８７１
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美術館 ☎ 22-3558

●所蔵品展「春うらら」
　５/ ６（月）まで開催

▲砂原　久　「塔と桜と」

　所蔵品の中から「春」をテーマに桜や梅などが

描かれた作品を中心に展示します。

開館時間　９時～ 17 時

　　　　　※入館は 16 時 30 分まで。

入館料　19 歳以上 200 円（160 円）、18 歳以下・

　75 歳以上無料

　※（　）内は 20 人以上の団体料金、JAF 会員

休館日　月曜日（祝休日は開館）

　　　　※ 4/27 ㈯～ 5/6 ㈪は開館

たけはら竹まつり
　平成最後の竹まつりは、４月開催です！

日程

　４月 28 日（日）・29 日（月・祝）
　10 時～ 16 時

場所　町並み保存地区一帯

内容　竹原市の木である「竹」をテーマとして開

催する祭りです。かぐや姫パレード・笹酒の振る

舞い・竹細工体験教室など子どもから大人まで楽

しめます。竹原頼山陽顕彰会による吟詠大会や、

頼山陽仮装道中も開催されます！

問い合わせ

　竹原市観光協会　☎２２-４３３１

「労災かくし」は犯罪です！
　事業主は、労働者が労働災害にあって休業・

死亡した場合、所轄の労働基準監督署に「労働

者死傷病報告」を提出しなければなりません。

労働災害に健康保険は
使えない、使わない。

労働災害の受診は労災保険で！！

　労災保険の請求手続きについては、まず労働

基準監督署へご相談ください。

問い合わせ

　三原労働基準監督署

　☎０８４８-６３-３９３９

施設名 問い合わせ
４月 ５月

備考
27 ㈯ 28 ㈰ 29 ㈪ 30 ㈫ １㈬ ２㈭ ３㈮ ４㈯ ５㈰ ６㈪

たけはら美術館 ☎ 22-3558 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ５月７日休館

図書館 ☎ 22-1072 〇 〇 × 〇 〇 〇 × × × ×

バンブー体育館 ☎ 24-1001 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇

歴史民俗資料館 ☎ 22-5186 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

町並み保存センター ☎ 22-1473 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇

松阪邸 ☎ 22-5474 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

森川邸 ☎ 22-8118 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

光本邸 ☎ 22-3934 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

道の駅 ☎ 23-5100 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

海の駅 ☎ 24-6100 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

連休中の施設開設状況について
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４月
日 行　事 問い合わせ

12 金
13 土
14 日
15 月 ♪中央公園であそびましょ！

時　10：00 ～ 12：00　場　中央公園（雨天時　ヴィラ（子育て住宅）集会所）
ミルクハウス
☎ 26-2845

16 火
★こころの健康相談
時　10：00 ～ 11：30 受付　場　保健センター

保健センター
☎ 22-7157

★健康相談～血圧・尿検査など～（成人）
時　９：30 ～ 10：30 受付　場　吉名隣保館

保健センター
☎ 22-7157

17 水

18 木

♪おでかけつくしんぼ～忠海　吉田屋へ行こう！～
時　10：30 ～ 14：00　場　忠海　吉田屋　※要申し込み

ふれあい館ひろしま
☎ 22-9100

★もぐもぐ教室
時　９：45 ～ 10：00 受付　場　保健センター　対　５か月～１歳５か月児と保護
者　内　離乳食のすすめ方とポイント（調理実習、試食）　
※４/15（月）までに要申し込み（定員あり）

保健センター
☎ 22-7157

19 金 ♪わらべうたとおはなしタイム（・26 日）
時　11：30 ～　場　児童館　内　わらべうたとおはなしを楽しみましょう！

ゆりかご
☎ 22-1568

20 土

♪春の映画会
時　10：00 ～ 12：00、13：30 ～ 15：30　場　人権センター１階　会議室　
内　「インクレディブルファミリー」　対　幼児～大人　費　無料

児童館
☎ 22-0420

認知症カフェ「梅一輪」
時　13：30 ～ 15：00　場　大井公民館　費　100 円

馬場病院在宅支援室
☎ 22-2071

21 日

22 月
♪ふれあい公園へ出かけましょう！
時　10：00 ～ 12：00（9：45 長浜会館集合）　※現地集合でも可、お弁当・おやつ
は持参自由。

ミルクハウス
☎ 26-2845

23 火
★あかちゃん講座
時　10：00 ～ 11：45　場　保健センタ－　対　妊婦とその家族　内　テーマ「あか
ちゃんを産むために」（妊婦体操・歯の話など）　講　助産師、歯科衛生士、保健師

保健センター
☎ 22-7157

24 水

♪４月誕生会「みんなでおめでとう！」
時　11：15 ～　場　児童館　
内　みんなで４月生まれのお友達をお祝いしましょう！

ゆりかご
☎ 22-1568

★９～ 10 か月児健診
時　12：30～ 13：00受付　場　保健センター　対　平成30年６月～７月生（対象児には通知）

保健センター
☎ 22-7157

●読書会
時　13：30 ～ 16：00　場　市民館２階第２会議室　
内　課題本『一色一生』（志村ふくみ /著）について、語り合いませんか？

図書館
☎ 22-0778

25 木

♪こころすくすく～臨床心理士　土居和子先生が来てくれます～
時　10：30 ～ 11：30　場　ふれあい館ひろしま

ふれあい館ひろしま
☎ 22-9100

♪大久野島へ行こう！
時　10：35　場　忠海港へ集合（雨天時：忠海地域交流センター）
費　大人６２０円、子供３２０円（往復船賃）　持　お弁当、お茶、おやつ

ミルクハウス
☎ 26-2845

★健康相談～血圧・尿検査など～（成人）
時　13：30 ～ 14：30 受付　場　沖辺集会所

保健センター
☎ 22-7157

26 金

★健康相談～血圧・尿検査など～（成人・乳幼児）
時　13：30 ～ 14：30 受付　場　忠海集会所　内　育児相談（身体計測など）

保健センター
☎ 22-7157

♪わくわく外遊び！！
時　10：00 ～　場　バンブー公園（現地集合）　
持　お茶、タオル、敷物、おやつ、お弁当（自由）など

ゆりかご
☎ 22-1568

♪フリーマーケット
時　10：00 ～ 12：30　場　大乗地域交流センター２階
※出店者募集（要申込・出店無料・食品以外）

ミルクハウス
☎ 26-2845

♪にこにこバースデー～生まれて来てくれてありがとう～
時　10：00 ～カード作り　11：00 ～お誕生会　場　ふれあい館ひろしま
内　生まれた時や小さい時の写真を持ってきてね！

ふれあい館ひろしま
☎ 22-9100

27 土
28 日 たけはら竹まつり（24 ページ参照）29 月
30 火
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ひろしま「山の日」
県民の集い

　竹原 が
　 「マリンチック街道」に登録されました！

　国土交通省海事局が実施する

海事観光の一環である「マリン

チック街道モデルルート」の１

つに竹原が登録されました。

　広く全国各地に「マリンチッ

ク街道」が普及されることを目

指し、地域の海に関心を持つみ

なさんの知識やアイデアを集結

させるため、一般のみなさんか

らモデルルートを募集したとこ

ろ、多数の応募の中から「マリ

ンチック街道竹原」が選定され

ました !

　４月 14 日（日）、広島観音マ

リーナで開催される「マリング

ランフェスタ 2019」で、中国

運輸局から「たけはら海の駅」

にマリンチック街道登録証が贈

られます！ぜひご来場下さい。

たけはら海の駅

↓

契島

↓

佐木島

麿崖和霊石地蔵

↓

おのみち海の駅

↓

ひょうたん島

↓

うさぎのしま・

おおくのしま海の駅

↓

たけはら海の駅

マリンチック街道モデルルート

竹 原
　

多くの人に海の楽しさを伝え

る「C to Sea プロジェクト」の一

環で、プレジャーボートによるク

ルージングだけでなく、海の駅等

に寄港・上陸して近郊の観光地や

グルメスポット等を巡り、従来の

ボートユーザーに加えて、旅行者

やグルメ愛好家など、幅広い人が

マリンレジャーを楽しむために作

られました。

「マリンチック街道」とは？

問い合わせ

　港湾管理事務所

　☎２２-０１７３

　県では、６月の第一日曜日をひろし

ま「山の日」として、県民の集いを開

催しており、今年度は、竹原市をメイ

ン会場として実施します。

　身近な森林や山への親しみを感じる

とともに、平成６年に市で発生した林

野火災から今年で 25 年目の節目の年

であることから、防火への啓発と平成

30 年７月豪雨災害からの復旧・復興

に向けてのイベントを開催します。

日時

　６月２日（日）　９時～

場所

　バンブー公園

問い合わせ

　建設課建設総務係

　☎２２-７７４６
【注意】この欄は、市民のみなさん相互の情報交換の場です。掲
載行事等は、市の主催ではありません。日時・会場・内容等は各
主催者によくご確認のうえご自分の責任で参加してください。

掲載申し込み随時受付中！ 
問い合わせ 企画政策課 ☎ 22-0942

★安森絵画教室「森の会」
　ミニチュア作品展を開催
　４月 28 日㈰から５月６日㈪まで、町並み保存地

区内「ギャラリー S.」で、森の会メンバーによる

油絵や、水彩画のちっちゃな作品展を開催。入場無

料。詳しくは、森の会（☎ 22-5260）へ。

★混声コーラス ” ただのうみ ”
　25 周年記念コンサートを開催
　５月 12 日㈰ 14 時開演（13 時 30 分開場）、場所

は三原市本郷生涯学習センター「にいたかホール」。

曲目は混声合唱曲集「かなしみはあたらしい」、ディ

ズニーメドレーなど。入場無料。

　詳しくは、生田（☎ 090-7775-4685）へ。
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５ 月
日 行　事 問い合わせ

１水
２木
３金
４土
５日
６月
７火
８水

９木
♪楽器作り
時　10：00 ～ 12：00　場　大乗地域交流センター

ミルクハウス
☎ 26-2845

♪２才ちゃんひろば～２、３才のお友達・パパ・ママ集まれ！～
時　10：30 ～ 11：30　場　ふれあい館ひろしま

ふれあい館ひろしま
☎ 22-9100

10 金

♪わらべうたとおはなしタイム
時　11：30 ～　場　児童館　内　わらべうたとおはなしを楽しみましょう！

ゆりかご
☎ 22-1568

♪親子ストレッチ
時　10：30 ～ 11：30　場　ふれあい館ひろしま
内　親子で遊びながらママの体をストレッチ！

ふれあい館ひろしま
☎ 22-9100

認知症カフェ「よってみんさいカフェ」
時　13：30 ～ 15：00　場　多機能型事業所あさひサロンスペース　費　100 円

竹原病院地域医療福祉連携室
☎ 22-0963

11 土
●絵本の会
時　11：00 ～ 11：30　場　図書館児童図書コーナー
内　絵本の読み語り　対　どなたでも

図書館
☎ 22-0778

親と子の交通安全教室（26 ページ参照）
12 日
13 月

14 火

★はじめての離乳食教室
時　13：30 ～ 14：00　場　保健センター　対　６か月未満児の保護者内　離乳食
開始の調理体験　※５/13（月）までに要申し込み（定員８組）

保健センター
☎ 22-7157

★こどもの広場
時　13：30 ～ 15：00　場　保健センター　対　乳幼児と保護者　
内　身体計測、育児・栄養・母乳相談など

保健センター
☎ 22-7157

15 水
★４～５か月児健診
時　12：30 ～ 13：00 受付　場　保健センター　
対　平成 30 年 12 月～平成 30 年１月生（対象児には通知）

保健センター
☎ 22-7157

16 木
17 金
18 土
19 日
20 月
21 火
22 水
23 木
24 金
25 土
26 日
27 月
28 火
29 水
30 木
31 金
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第 53 回たけはら市民ハイキング

いつも納期内納付にご協力いただきありがとうございます。

今月の納期限　５月７日（火）

◆固定資産税…第１期分

　口座振替の登録をされている人は、口座振替日の前日までに残高の確認をお願いします。

日時　５月 12 日（日）

　　  ８時 00 分　市民館前集合

　※雨天の場合は、５月 19 日（日）に延期。

行先　高見山（尾道市向島町）

対象

　市内在住または通学・通勤している小学生

以上の人（小学生は保護者同伴）

定員　70 人（申込多数の場合は先着順）

参加費　中学生以上　1,500 円

　　　　小学生以下　1,000 円

　※交通費、写真代、傷害保険料を含みます。

　※参加費はお申し込みの際にお支払いください。

　※昼食、飲み物などは持参してください。

受付期間

　４月 30 日（火）まで

　※教育振興課生涯学習係、支所、出張所は

　　４月 26 日（金）まで。

申込方法　所定の申込書（受付場所に備え付

　け）に必要事項を記入のうえ、参加費とあ

　わせて受付場所へ。

受付場所

　教育振興課生涯学習係、支所・出張所

　メンズカメイ（中央２-６-22）

問い合わせ

　教育振興課生涯学習係　☎２２-２３２８

　竹原山岳会事務局　☎２２-２０４０


